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本日の内容

•基礎生物学とは？

•評価方法

•生命とは？
• 生命と非生命
• 生命の定義
• 生命の種類と階層構造

•生命を構成する分子
• 原子・分子とその結合
• 酸と塩基
• 生物の骨格(C, N, O, H)と高分子物質

•まとめ



基礎生物学とは？

•理工学の対象となる自然現象を科学的に読み解く/
理解するために必要な基礎的な生物学を理解して
もらうのが本講義の目的

•科学的って？
• 個人的な体験や考えに寄らない普遍的な視点

• 再現性：誰が何度やっても同じ結果になる

• 論理性：ロジックに破綻なく説明が可能

•但し…自然/生物現象は複雑怪奇。理解するために
は科学的正しさを持って注意深く理論的に取り組
む必要がある



評価方法

• 平常点
• 出席：2/3以上（テスト含む）の出席が無い場合、無条件でF判定

• ただし、病気、教職関係等やむを得ない理由による欠席は事情を勘案
するので個別相談（要証明書類提出）

• 遅刻は出席0.5回分

• 課題・レポート 期間中複数回

• 期末試験

• 質問や講義を休む場合の連絡先

E-mail:k-sugawara@st.seikei.ac.jp

居室:12号館1階2105B室 基本的に平日14時以降
• 直接来る場合は必ず事前にメールでアポを取ること

• メールの件名 or 本文に必ず自分の名前を入れること



"生命"とは？

•例えば…

• "生命"は明確な定義がある

特定分野では人間や他の生物のパフォーマンスを上回る

http://1000ya.isis.ne.jp/1602.htmlwww.softbank.jp



生命の定義

• 3項目+1
• 境界(膜・壁を持つ)

• 増殖(複製可能である)

• 適応(進化可能である)

• エネルギー代謝を行う

•前述の例では…

境界・増殖・適応・エネルギー代謝 境界・増殖・適応・エネルギー代謝

定義から外れるため"生命"とは言いがたい

これらを満たすものが
生命と定義される



生命の起源

•オパーリンのコアセルベート実験

•原始地球の海の成分組成を模した"生命のスープ"か
ら生命誕生の前段階となるコアセルベートが発生
することを実証

•しかし…本当の意味での生命の起源は分かってい
ない

•原始生命は細胞1個のレベル(外界との"境界"を持
つ)から数を増やし("増殖"可能である)、その過程で
徐々に複雑化(環境変化へ"適応"可能である)
• その結果、現在目にするような多種多様な生物が存在



地球上の生命

•質問：

•地球上で最も数の多い生命(種)は？

•答え：細菌類 (人間一人の体に全人類の人口以上)

•地球上には目に見えないサイズの微生物から、
我々の身の回りにある動植物、更に巨大な個体(ク
ジラなど)で満たされている

•これら生命は幾つかの階層に分類出来る

地球上にどの位存在するか
想定不能



生命の階層構造

三界説： 原生生物界 動物界 植物界

五界説： モネラ界 原生生物界 菌界 動物界 植物界

六界説： 細菌界 古細菌界 原生生物界 真正細菌界 動物界 植物界

現在はDNA情報から
各種を分類している



ここまでのまとめ

•生命と非生命を分ける定義
• 境界 ・増殖 ・適応 ・(エネルギー代謝)

•生命の起源とその多様性
• 生命は地球上にその大小を問わず無数に存在する

• 生命の階層構造



生命は何で出来ている？

•例えば…

•人間の体を含む生命は(極限まで細分すると)単純な
原子・分子で構成されている

極単純なパーツから複雑な造形が可能



原子構造と元素の性質

原子のモデル図

正の電荷を持った原子核の周りを電子が回っている
(最外核)電子の数が元素としての性質を決める

・周期表

最外核電子数が同じ元素は化学的性質が似ている



元素から分子へ
•多くの物質は元素が復数結合した分子の形で存在
している
• 例：水 二酸化炭素 アミノ酸 砂糖(ショ糖)

•分子同士も結合し、さらに大きい物質を構成する
• 例：タンパク質

•最終的に人体などの複雑な物質に至る
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水素結合と水の性質

•水分子

•水素結合する水分子

水分子中で赤の酸素は負電荷を持ち、
白の水素は正電荷を持つ。
酸素と水素を結ぶ点線が水素結合を表す。
水素結合により、水は結晶構造を取る。

H2O

O

H H

水分子は酸素原子1つと水素原子2つから構成
水素原子と酸素原子は若干曲がって配位している
=極性(分子内に電荷の勾配)を持つ
→水の液体としての性質に大きく寄与

Z



物質の結合エネルギー

生物は水素結合に由来する弱い結合を利用して、
熱振動程度のエネルギーで化学構造を変えていくことができる

前述の水で言えば…
熱を加えると→水素結合が切れて気体に



酸と塩基 -酸化還元反応-

•よく聞く弱酸性(洗剤etc...)やアルカリ性成分って何？
• テキスト19ページのpHスケール参照

•水溶液中の[水素イオン濃度]の-Log10をpH(酸性度)と
いう。水分子は常温常圧で10-7 mol程度がH+とOH-に
解離しているので、pH7となる。pH7以下の溶液を酸
性、7以上の溶液を塩基(アルカリ)性と呼ぶ。

•物質、またはその一部に+電荷(プロトン)を与えられ
ることを"酸化"といい、+電荷を奪われることを"還元
"と呼ぶ



生物の骨格 (C, N, O, H)

•生物の骨格(本当の"骨"の意味ではなく)は主に
C(炭素), N(窒素), O(酸素), H(水素)で構成されている

•これらが含まれる物質は有機化合物と呼ばれる

アミノ酸 糖

脂質



生体の中の高分子物質(1)

•タンパク質
• アミノ酸の重合体

•核酸
• ヌクレオチドの重合体

プリオン
(脳に存在するタンパク質)

ヘモグロビン
(血液中の酸素輸送タンパク質)

タンパク質は
生体内で様々な機能を持つ
→立体構造が非常に重要

DNA(デオキシリボ核酸)
(遺伝情報を保存)

2本のヌクレオチド鎖が
水素結合で2重らせん構造に

RNA(リボ核酸)
(タンパク質合成に寄与)

4つのヌクレオチド単量体
から構成



生体の中の高分子物質(2)

•糖
• 単糖、2糖類....様々な糖の重合体

• セルロース(植物の細胞壁), デンプン(お米・ジャガイモ), 
グリコーゲン(動物のエネルギー貯蔵)

•脂質
• 炭素鎖(C-C-・・・-C)が重合した疎水部と親水部を持つ物質

• 健康に悪いと言われているトランス脂肪酸は何が違う？



本日のまとめ

•生命の定義

•多種多様な生命と階層構造

•生命を構成する要素

•原子→分子→化合物→タンパク質・糖・核酸・脂質

•それら物質をつなぐ"結合"

•極小さい原子・分子の化合物から複雑な生物1個体が
構成されており、その生物は生命活動(境界・増殖・
適応・エネルギー代謝)を行っている


